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移 行 措 置�
各教科や総合的な学習の時間で活用�
《ミレニアム・プロジェクト》による開発�






移 行 措 置� 情報科を新設・必修�
各教科や総合的な学習の時間で活用�
《ミレニアム・プロジェクト》による事業を含む�
《ミレニアム・プロジェクト》により推進�
国は都道府県のリーダーを養�
育するなど、全教員（９０万人）�
の体系的研修の実施�
《ミレニアム・プロジェクト》による整備（ポータルサイトの開発・運用・成果の全国への普及）�
《ミレニアム・プロジェクト》による整備（約８，１００校）�
経験のある教員７３．７％（富山県８５．３％）である。
インターネットで授業経験のある教員２２．７％
（富山県２８．６％）と、教員の育成の面でも富山
県は全国平均を上回って着実に計画が進んで
いるように思われる。しかしながら実際の小
中学校の現場では、設備も教員の育成とも数
値と現実との乖離はいまだ大きく、その点に
ついては、本学においても今後の対応に注意
を払う必要がある。
∫高校における「情報」科目
平成１５年度の高校新入生から適用される新
しい学習指導要領によると、全ての普通科の
高校生が学ぶ新しい教科「情報」が設置され
る。また、商業科や工業科などのように特に
情報分野を専門とする「情報科」が新しく設
置される。本学の場合、普通科を卒業して入
学する学生ばかりではなく、工業や商業など
の専門科目を学んで入学する学生もおり、先
に述べたように学生の履修の違いが問題とな
る。さらに、今後普通科卒業の学生間でもそ
の履修内容に差が出る可能性がある。普通科
「情報」には、３つの分類（Ａ，Ｂ，Ｃ）がな
されており、各学校でどれか１つを選択すれ
ばよいからである。
「情報Ａ」はどちらかといえば情報を活用
する実践力を中心とする内容となっていて、
本学における情報処理入門科目の内容に近
い。「情報Ｂ」ではより情報システムの視点
から学ぶように組みたてられているため科学
的理解が主な内容となっている。これは本学
でいえば情報コースの専門科目の入門内容に
近い。「情報Ｃ」は情報分野に関する総合的
な理解を育む内容で、情報化社会の中で自分
と社会とのかかわり方が中心になる。内容的
にも情報Ａと情報Ｂが前提になっていると考
えられ、高校でこの内容まで実施することは
難しいと思われる。情報の収集・発信と個人
の責任や情報化の進展と社会への影響など大
学で補足していく必要がある。
５．入門的情報処理教育の今後
高岡短期大学の入門的情報処理教育につい
て、これまで述べてきた調査や現状の問題、
今後の初等中等教育の動きを基に次のような
ことを検討する必要があると考えている。
∏経験差問題の解決
これは緊急の課題である。特に授業がつま
らないと感じ、必須科目というだけで単に履
修している学生は今後増加すると考えられ
る。今のところ、そうした学生のためにアド
バンス的な課題や演習問題を作るという補足
的な対処にとどまっている。一方、現在の内
容は多くの学生がまだ必要としていることも
事実である。選択科目とすることやクラスの
分け方を変える、授業の実施形態を自習主体
にしてそのためのテキストを作るなど柔軟な
アイデアが求められている。
π体系的倫理教育の充実
今日のようなネットワーク社会において
は、ネットワーク倫理教育は、初等教育から
実施すべき項目である。しかしながら多くの
初等教育機関では、現在のところどちらかと
いえば児童を有害サイト情報から守ることに
関心が向けられており、教員自身の教育も遅
れがちである。同様に、本学の情報処理入門
では、ネットワーク検索や電子メールの実習
の中で補足的に説明する程度にすぎない。ま
たこの問題は、初等・中等教育で実施したか
ら必要ないという内容ではないため、今後、
情報処理入門の重要な項目として位置付ける
必要がある。
∫高校「情報」との有機的融合
数年後には、学生の多くは新しい指導要領
で「情報」科目を受講済みである。今後、高
岡短期大学での入門的な情報科目が必要かど
うか、どのような位置付けにするかを考える
場合、中学や高校における情報処理教育とう
まく有機的に関係付けて検討することが肝心
である。また、すでに問題化している概念教
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育についてもあわせて検討する必要がある。
実はこの問題は１９９５年当初から抱えている問
題であり、わかりやすい教材開発など授業の
工夫が急がれる。
６．終わりに
高岡短期大学の情報処理科目について、７
年間の調査結果や社会状況の変化などから、
検討を加えてみた。現在、短大の情報処理入
門教育は、情報処理の専門家や関連する技術
者ばかりではなく、社会で生きていくすべて
の人にとって、情報の取り扱いと処理に関す
る正しい素養が不可欠であるという立場にた
った教育を実施している。しかしながら、コ
ンピュータの入門教育という面から、時には
実習が操作中心の授業になることは否定でき
ない。学生の経験差が大きくなった場合には、
操作中心の授業では多くの学生を満足させら
れなくなってきている。このことが教育サー
ビスの低下に繋がる危険性もある。この対策
がまずは、緊急の課題であると考えられる。
また、いまは大学改革など不透明な点も多い
が、情報処理教育に関しては、数年後の中
学・高校での教育との有機的な融合を見据え
た内容を早めになるべく多くの教員同士で検
討する必要がある。
もともと情報処理入門科目は、教員同士の
密な話し合いのもと実施してきた科目であ
り、知識が共有されていることが優れた点で
ある。また、どのクラスの学生の質問にも、
担当教員以外であってもすべて同じように対
応できるというところも重要な要素である。
このような利点を維持し、発展させていくこ
とが、高岡短期大学独自の特長をもった情報
処理教育の方向性であると考えている。
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